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第４１回NISSANしらさぎマラソン大会in上三川結果

稲見　隆典

大森　康裕

徳永　吉彦

ＮＩＮＥ ＴＯＣＨＩＧＩ ＴＣ

上都賀郡Ａ

16分32秒

18分18秒

18分33秒

横手　新次

大塚　朗

大福根　満

ＮＳＫナカニシ

上三川ＲＣ

ＡＴＪ

18分20秒

18分20秒

18分46秒

笠原　彩百合

大島　美咲

須永　砂斗子

26分31秒

26分43秒

27分27秒

富山　真理子

小島　美保

田中　和代

22分43秒

23分09秒

23分32秒

１０km一般男子(35歳以下)

浜野　有都

川島　隆雅

鳥倉　覧維

ナイントチギ

新上三川病院

大分陸協

33分58秒

35分04秒

36分07秒

石田　潤

新井　智志

木内　洋一郎

34分40秒

38分09秒

38分11秒

加藤　英雄

倉持　裕一

鈴木　茂樹

ちょこっとＲＵＮＮＥＲ

36分41秒

38分14秒

39分23秒

飯田　和彦

兎内　茂

安達　常男

ＨＰＭ佐野

フォーレスト

麦のうた

43分19秒

44分23秒

44分58秒

賀美　喜代美

手塚　貴子

青柳　早苗

茨城ジョガーズ43分31秒

47分04秒

51分13秒

寺内　寿行・梨乃

三浦　広之・優希

薄井　蒼人・大樹 石橋ＦＣ

８分11秒

８分21秒

８分42秒

小口　季央人

柏崎　羽音

中川　碧央人

横川中央小学校

ナイン栃木

よろしく真岡

８分06秒

８分21秒

８分22秒

深谷　葵

嶋田　大翔

後村　宇源

小山第三小学校

よろしく真岡

陽南陸上クラブ

10分25秒

11分10秒

11分24秒

鯨　灯

髙實子　詞音

松岡　美希

上三川Ｊｒ．陸上クラブ

上三川Ｊｒ．陸上クラブ

陽南陸上クラブ

12分49秒

12分50秒

12分50秒

粕谷　椛

橋本　苺果

梁木　歩美

瑞穂野中学校陸上競技部

瑞穂野中学校陸上競技部

大内中

11分18秒

11分27秒

11分41秒

恩田　岳弥

山田　健太郎

長嶋　靖

作新学院高校

井頭走り隊

10分09秒

11分31秒

11分43秒

草柳　杏恋

奥山　春奈

小林　悠華

リスランニングチーム

11分03秒

12分13秒

13分37秒

水島　征士

前田　悠斗

石川　ドリエン

国分寺中学校

本郷中

よろしく真岡

16分31秒

16分33秒

16分48秒

藤原　広翔

岡　諭誉

武田　悠希 作新学院高等部

15分57秒

17分24秒

17分36秒

１月の開放事業　「うどん打ち教室」

今月は「うどん打ち」です。こしが強く歯ごたえのあるうどんを自分で打ってみましょう。

▶日時＝１月２１日（日）　午前１０時～ ▶場所＝東館南集会所

▶講師＝鈴木芳治さん ▶材料費＝３００円

▶持ち物＝エプロン、三角巾等。マスクを着用してください。 ▶申込期間＝１月５日（金）～１７日（水）

▶定員＝５名（先着順・町内在住または勤務の方）

▶申し込み先＝生涯学習課　生涯学習係　　　　９１５９

令和５年度「上三川町人権カレッジ」を開催しました
　本町では、毎年１１月に「上三川町人権カレッジ」全５回を開催しています。今年度も多数の方

が参加してくださいました。そのうちの第１回と第２回の講演内容をお伝えします。

＜受講者の感想から＞

「自立援助ホームの存在を初めて知った。」「子どもにとって安心できる居場所の存在がいかに大切

かを再認識した。」「星さん夫妻が取り組んできたことに、頭が下がる思いがした。」

＜受講者の感想から＞

「こぶしの会がふれあいの家ひまわりを運営しているのは知っていたが、作業所以外にも幅広く事

業を展開していることに驚いた。」「作業所での生産活動の様子がわかった。」

　「自立援助ホーム星の家は、虐待や貧困などで親と暮らせない

十代後半の子どもたちの自立を支援する目的で、私の夫、星俊彦

らが平成９年に開設した。当時、児童養護施設の子は高校に進学

しないと施設を出るしかなかった。また、家庭で親に反抗し、自

立できずに荒れる子もいた。星の家は小規模グループホームで、

入所した子どもたちはわが家の家族と一緒に暮らす中で、自己へ

の自信と他者に対する信頼を回復し、巣立っていった。この家は、

そうした子どもたちの実家のような存在を目指してきた。近年は社会に出ていった元入所者たちが

自分の子を連れて顔を見せに来てくれる。夫はこの９月に亡くなったが、この家を必要とする青少

年がいる限りは続けていきたいと思っている。」

　「こぶしの会は昭和５５年に通所型障害者授産施設こぶし作業

所として宇都宮市柳田で開所した。発足の理念は・どんなに障

がいが重くても利用できる作業所・全員が自宅から通って働け

る作業所・関係者全員が手をつなぎ、みんなでつくる作業所で

ある。現在、宇都宮市、真岡市、芳賀郡、上三川町で多機能型

事業所やグループホームを運営している。今後も、障がい者が

地域の一員として働き、生活していく開かれた福祉サービスを

進めていきたい。」
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第１回（１１月１日）「青少年の社会的自立を支える」　青少年の自立を支える会　星　美帆　氏

第２回（１１月７日）「障害者福祉と（社福）こぶしの会」　こぶしの会理事　　橋　温美　氏
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 はしもと いちか

 やなき あゆみ

 おんだ たけや
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 くさやなぎ あこ

 おくやま はるな

 こばやし はるか
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 ふじわら ひろと

 おか ゆたか
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 みうら ひろゆき ・ ゆうき

 うすい あおと ・ ひろき

すずき    よしじ 
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 ほし としひこ
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